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化学産業の火力発電 

平成27年9月3日 

 

日本化学工業協会 

資料１ 
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化学産業の特徴 

出荷額    ４２兆円 (化学で世界第３位) 

付加価値額 １５兆円 国内第２位 
雇用人員 ８６万人    広義の化学工業＝化学工業＋プラスチック製品製造業＋ゴム製品製造業 

注）医薬品を除く 
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3 出典：石油化学工業協会 

化学製品のサプライチェーン 

石油化学基礎製品から最終製品まで、裾野の広いサプライチェーンを形成 

プラスチック 

ｴﾁﾚﾝ、ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ 
BTX、etc 

プラスチック加工業 

家庭用 

合成繊維原料 

合成ゴム 

塗料原料・溶剤 

合成洗剤原料 

その他 

繊維工業 

ゴム工業 

塗料工業 

洗剤・界面活性剤工業 

肥料、医薬、etc 工業用 

住宅・ビルディング 

鉄道車両・船舶 

自動車・自転車 

各種工業・日曜品 

自動車・自転車 

産業資材 

衣料・インテリア 

医療器具 

農・水産業 

住宅資材 

家電・IT機器 

鉄道車両・船舶 

包装容器、日用品・雑貨 

自動車 

ナフサ 

主にﾊﾞﾝﾊﾟｰ、ﾌﾛﾝﾄｸﾞﾘﾙ、ｶﾞｿﾘﾝﾀｸﾝ 

主にﾎﾞｰﾄ、内装、燃料タンク 

主にﾃﾚﾋﾞ、冷蔵庫、ﾊﾟｿｺﾝ、ＤＶＤ 

主に浴槽、床材、断熱材、樹脂ｻｯｼ 

主に温室用ﾌｨﾙﾑ、漁船、浮子、釣竿 

主にｺﾝﾀｸﾄﾚﾝｽﾞ、眼鏡、ﾚﾝﾄｹﾞﾝﾌｨﾙﾑ 

主に台所用品、食料等包装、玩具 

主に衣料、ｶｰﾃﾝ、ｶｰﾍﾟｯﾄ、壁紙 

主に漁網・ロープ、帆布 

主にタイヤ、チューブ 

主に靴、玩具、ｺﾞﾑ手袋、ｽﾎﾟｰﾂ用品 

主に洗濯・台所用洗剤、ｼｬﾝﾌﾟｰ 

主に化粧品、機械・金属等の洗剤 

石油化学基礎製品 関連産業 最終製品 
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化学産業の貢献 
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化学業界の自家発電は基本的にコジェネ 

出典 ｺｰｼﾞｪﾈ財団HP 

ｺｼﾞｪﾈとは 

発電と同時に熱を利用するため、総合熱効率が高い 

化学工場 
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ﾎﾞｲﾗ- 

G ﾀｰﾋﾞﾝ 

蒸
留 

反 
応 

化石燃料 

給水 

化学ﾌﾟﾗﾝﾄ 

化学ﾌﾟﾗﾝﾄ 

蒸気 

電気 

発電 

買電 売電 
（余剰時） 

化学業界の自家発電の例（蒸気ﾀｰﾋﾞﾝの一例） 
自家発電ﾌﾟﾗﾝﾄ 

反応温度に応
じた、圧力別
の蒸気を生産 

熱回収 副生ｶﾞｽ 

熱利用 
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化学業界の自家発電の例（ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ・ｺｼﾞｪﾈの一例) 

製造設備 

買電 

蒸
留 

天然ガス 

蒸気 

電気 

排ガス熱を蒸気発生に利用 

蒸気 

ガスタービンの発電で買電削減、排ガス熱による蒸気発生で重油削減 

熱需要 

受電設備 

ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ 

重油 

排気 

給水 

発電機 

熱回収 

ガスタービン発電 

電動機 

排熱 
ﾎﾞｲﾗ 

（削減） 

（削減） 

コジェネ設備 

自家発電設備 

ﾀｰﾋﾞﾝ ﾎﾞｲﾗ G 
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まとめ 化学業界の自家発電の特徴 

１．自家発電の目的 
  蒸留塔リボイラ等の熱需要が旺盛なため、熱需要の規模に応じた 
  コジェネレーションが導入されているのが大半であり、発生電力 
  は、商用系統と連系し購入電力の削減や電源の安定化・二重化 
 （自発／買電)を確保する。 
  また、余剰電力の販売のケースもある。 

２．型式 
  大型～中型：蒸気タービン 中型：ガスタービン 小型：ディー   
  ゼル等 多岐にわたる。 

３．燃料種 
  製造工程から発生する副生燃料の他、石炭、重油、最近はＬＮＧ、 
  真空残渣油等 多岐にわたる。  

４．省エネ・ＣＯ２削減の取り組み 
  副生油、副生ガス等を有効利用 
  反応熱等を有効利用 
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